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研究内容： 

目的 

過去の退学・留年した学生の休み方と休んだ時に実施されていた授業項目を利用し，解析することで退学・留年をする

可能性の高い学生を早期に検出することで学生指導に役立てることを目的としている． 

手法 

２０１４年に開発し，学内で運用されている電子出席簿により時系列の出・欠席情報を簡単に利用することが可能となっ

たため，過去に退学・留年した学生の休み方と現在の学生の休み方を比較し大まかに退学可能性のある学生を抽出す

る．また，受講する授業内容(シラバス)から，どういった内容が講義されているのか．また，それぞれの授業内容がどう

いった関連性を持っているのかを調べる． 

結果 

過去の退学者に共通して関連する授業内容を抽出し，上記の休み方とあわせて解析することにより，より確度の高い退

学可能性のある学生抽出ができるようになった． 

科目間連携 

その他の研究： 

上記手法による解析のほか，ディープラーニングを用いた解析も行っている．また，学生の出席情報が時系列であるた

め，ニューラルネットワークを用いた効率的な時系列情報解析，予測手法の開発や，手法を応用した生体信号解析も行

っている． 
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